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［月さ：乃文且こ見える研謂「語郡」しつ性環、機甘こづVへては、現在充耳な‾刹Jm′顆＼へため、これを
か1こりべ

明証に触ること牧園雄でもろ。また我が閑苗代にはこ、「語邦」とい　太古日常の首肯を諷涌する

ことを甑とした常民があわ、その風雨の内幕が、多く古事記、巳本書紀に．紀甘せられたという程

第0－一般的な考え方を肯定して、これ等の文献は雷纂当時少ぎ∴翌の或る削′の馬に在篤する軒で

あろとの藷が行あていないこともない。

然し、柑再に黄て　あらI′分ろ文学的、輯夏的貢堀が記跡こ依ることたく、従って皆口述ユこ依る

外！コこない文盲の‾了ミ閉経枚があること甘認めなくて焦ならない。また、粗衣託けこは桝謂文明同語

を以ってするが、頼めて籠代に蔓るまで、文盲の扶聾にあったという軋仁〉しこ1うろこと棋是われな

い事雪である。なお登に遡って彗上るならば、李口文等が訂空し、豊富な文献を持っている文明

囲民にしても、豊富な安宿は持っている文明弼民にしても、芳村緋与とし′二、嘗っては二、か1る

欺聾を一一ぼ経て雫たせ′のてあることも、沓むことが出璃ない。こC）意味」二持て、我が河の如きも、

上古文字の重かった時代の，ちったことは論を畏たない所亡あり、PJ卦こ依ってのみあらゆること

が表現せられ停えられていたことは、古語昔滝の、「老少口々相称。預言往行青苗不忘。」とい

う証言を供つまでもない。この点から考えて、牙江ノ日本に上代、語部という　のがあり、我が園

の再見に関する古牡を語り甘えたならば、如何なる性質のものであったC，ちろうか、ということ

はなお散々に散っては、打ち消し雅1．へ興味てある。

こ1に於二、五は：、試みに日本の文献に見えろ語郡とは一應引き瀕して、民俗学的立場に於て、

大手洋民放、ことにポリネシアに砕けろ「口調陣承」の習俗を明らからかにして見ようと且うので

おる。こ粒に依って、或は、我が国記牲土用乙、の口涌倖承の性質をラ胡狂する暗示が得られるかむ知

れないし、また仮に得られなし、にしても、これに依って、少てとも、あらゆる「記牲せられたる

確史」‘History recorded”に先行すると考えられる「語られたる頑冥」“汁1StOry tOld’，即

ち、クPpチェの所謂、「生きた記雉」‘、Living document．，としてCT）確たつ性質を理解する何

物かゞ得られるであろうということを耕侍する。

甘

文明、未聞を問わず、現存世兇諾民放の細に於て、文字やその他の記茂美繁に依ることなく

して、たヾ口授に依ってのみ、古来の偉乗をイ利寺しているもの、または軽めて軍代に逼るまでこ

れを保持していたものは、少くないと思わjLるが、考の代表的なものとして、酉年珪て骨ケルト

人、前半珪ではニューヂーランドのマオリがことに有名であり、歴々民俗学君、大横学者の閏で

取虹ヒけられている。（1）
トプンガ

マオリ人の問亡は、司祭たる弐つ耳なる佳溜ま、音塞つ族長等の長い系増をその竣茸等lか業碍
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と貯二、加、ら了、子から音へ「！づからに倖えることでもった0この上、てオワ人は、この言い
トフシが

使えを司皇のみこ委ねろことに箔！、こせない亡、廿の安々の長老や据銅達も、親ら宝の系譜と持
トーニし・

説とを骨議具′ており、その手狛こ敬え、公了班上で司祭等の系譜0曙詞を㌍取しノ、これを訊斡しノ、

訂刀二手封調を持っていたOかゝる点から言って、マオリ人の記憶力の機んなことはこ、著名の事

軍でシモンズ氏は、

「マオリ人の長老悪の心は、肝姑的な物語の倉庫であり、或鼎は四百五十の歌を酎己し、千

四百の夕誼沌連ねる系譜を述べることがり頭るo」（弓
トフンが

といって驚嘆している。かしる司祭の特承融虐めて尉各なもので、h一言一句でも掛〕を犯さない

昔に注意が抑わ廿、万一言桐を伴えるようなことがあ頼∃二、両の怨に触れて、死か、また酎可か

他のイ二子餌に罰せられ一芸という本肝的な恐怖が生するまでの信仰が彼等の社会に諾生してい

た。（3）モ出宇マリオ人の冊では、熟酎漑告白封こ薄雪性を掛っていたのである0　、

渥抑肝こは、初めて／、を訪問した院に、第一屈せられる町制ま、「貴君は何処から来たか0」

ということである。この実現の電咄ま、「堂票・の出自は如何」ということである。これに対して

は「白耳慾何々というもので、其々の子孫である。」と答えることになっている0
ランガチラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ランガチラ

またニューヂーランドて性、デ雄二は、茶々の長男から成り立ち、部牧の首長は、この貴族の中

から出ることになっていたが、か1る豪々の長男等は：、その豪の系譜を常に暗記している必要が

あづた。彼等打開て且、冠婚葬祭に件をう饗宴具∵膿にハカリ‘、Hakari”と呼ばれ、他種枚や、

他屯の首長等絹子出せら祐二甘ろっ晴として、これ．等の首長寺の1ノ、づ紅が階級的に現高の可のIr′二

拝していて、手4年）最初Jつ畢昔を雲汗ナるべきで～らるかの問題が吾≡rに論せられ、雫われろこと

が起，三，。こ引王、この謝事をを措1、∵㌻，ニ新二）H：、そn系増の葦平で1、ネ。打ち、問題の首巨、
llこJ、

乃至その！可寓つ司圭且、柑先代々√）名前を葦ねた系誹を轄潤し、その出自と階鋼とがマオり、が

ニューヂ→ランドンご壱著した初用の頃にまで遡ることを証明せなければならす、これと対托する
卜7ニう

首長、または司祭は、また自宝の出自と階級の如何に旧く、且つ高いかを、晴詞に依って立証し、

両者の此蛭に方二、て、優男が津ノ圭せられることになっていた。

また首長は、土地の一事トや、Hlの一一郎を、クプ一に附する柁能を有し、この域翻こ庶左が立ち

入る喧汗H直ちに死の罰を蒙るとせられていたが、仮に或る首長が、Hlの一郎をタブ→に附してい

る期間に、他部故の首長が独ホ舟に報って、この域内を淳邁しようとすることがあれば、こ」に

二：持つタブーの損昌が間壌となって一括ろ。この際、こn問題を解決するものはこまたその系譜でふ

って、二者は、各々長い白宝の系譜の晴詞を行い、そのだ劣に依って、そこに附せらたタブーが、

他の首長に控二って破れるか、香かゞ汁宣するのである。

甫してこ′江涼の場合、系譜のだ劣骨、如何に侶くから紺読しているかということここ依っていろ

が、これをrIt：宣する掃控的のものに、彼等r；J・征子に粁甘なそCj「長手性」hFirst－bornnessHで

ある。打ち、弄譜を遡って長子打数が多い怪、その系譜の乾式性は増大するのでおるから、女も、

祀父も、曾租父も、長子であることは勿論、遡って、珪代、長子が諏綻しているかゞ、この貫譜

の丑毘性の問題だ解托する長筏の放てもろ。女子に直接「長子性」に甘係していたい住であるが、

然しなお、社、tm母、骨相市等、いづ紅も責二女である系譜がより等貴た系掛ごあるから、この意

味に糾ける召京の長子の羞里ま、系譜の匠劣を決定する相星的伴性であり得る。く4）

－一般碇か」る系摺母豆の野俗は、童とし∵二三の社告の紆払たる階級性に依って支持せられてい

ると見たけれけならない。換言すれば、丁等を等親する社会に在っては、系譜が耳愛住を昏つこ

とは出来ないのである。パウル、ラデイン氏が、世界諸民族の開こ憩て、階建性の特に菅しいも
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くす）」代表として、ヤオリ左を贈っているノ自こ、その階級性の脚＿．へととは、故等の紅圭の脊し
ラソガチラ

い特色である。氏に依れば、彼等の祀会は、男根、平民、放球の三階級から成っていて、貴族Cつ

基礎には、既に迂べた長子性があり、あら阜1る宝の長男が、部族の票族を形成してをわ、就中、

長「巧、長女の結婚に依る長男が最高の階級に屈し、次男以下の男の兄弟、及びあらゆる女刊払平

民であって、歳事に依る捕虜は奴隷である。

豪の延長したもので、多くほ二三、四世代を含む、五十人から百人の家族を擁するものをフワナ

ウ．Whanau，，（群桑）とい」、この中で桂も長子且の強いものが首長となる。伯しノ実襟的には、

この長子性と結こける経済力、指導力、その他の能力才能等が要求されている。（5）

フワナウ（郡家、）より衷なるもので、十乃三十五華代を含み、家族数百人を擁するものをハブ

‘、HapuH（氏）と言い、ハブ（氏）の連たし．て一相を形成しているものをパアPaL村）と言う。パア

（氏）は周囲に掩い堀を回らしていて、その内部のものは二共同防縮こ当り、村落社会を形成してい
ワナウ　　　　　　　　　　ハゾ　バγ　　　　　　　　　　　　　　　　ノ▼デ

る。群豪の首長に関する原理が、氏及び村落にも及んでいることは勿論である。たゞ氏の首長骨

自己新居の氏人と、その奴雅以外には寒際の桔瀧甘持っていない。

か1る組織を持っているマオリ軋会に於て、系譜の橡劣は、その健またその就会の階級の上下を

意味するものであるから、首長や司祭等が、系譜を尉答に作持すること法、やがてまた自己の能

会的地位を維持することを意味しているとせなけ頼こi：ならない。この理由に依って、マオリ社会

の、少くとも上位階級にあるものは、自己の葦定性を維持する駕に、彼等の擾頚なる系譜を常に

記硫し、要求に應じて、何時如何なる場所でも、誤りなくこれを暗涌することが、批全的に軍求

せられているものである。仮に系譜の樽承を怠る首長や司祭があるならば、彼等ほ実際間顎とし

て、階級的に垣二ちに顔諸の外ないからである。

この外マオリ人が、その系韻を附加こ侶持する理由には、土地の所有症の相承に仇する間迦が

考えられている。

マオリ人は、漁葵と単葉とをかねた柾族であるが、特に土地に対しては累扶な執着を持ってを
ワナウ

r）、この土地の諜　嗣ぎについては、非常な亙要性を置いている。一般に、土地は郡家よりも、
ハザ

氏が所有しているが、この土地の所有椛の相承の基礎にはまた、その系譜の訪韓な侍承が要求さ

れ∴こいる。この故に、薇等の閲では、結婚前の教壇な生活にも拘わらず、結婚後は血族の正統を

乱さない貧に、謹杭な旦清が営まれている・ことが指摘せられている。（6）　この事は社会的な

閏題と並んで、経済生活の画に填て、熟，哲が肛亘に保持せられ、侍承されなければならぬ大きな

印画である。この事と打過して、吾人は、多くの未聞社会に於ける無形財産の潜在する事実を想

起せざるを得ない。

即ち未開社会に於ては、土地、豪富、貨幣、漁場、狩場、等が財産として数えられているのは

勿論、この外に、歌や説話の言葉、所轄の文句、舶話、児術の法から、人の名前に至るまで、所

有権が認められてをり、いづれも可肇なる財産の一一部と見倣されていることが－一般に民俗学者に

認められている。（7）　甥にロエブ氏はポリネシアのニウェ島民について、

「漁場は財産と数えられている。特に魚の多い溜机ま徹更の署である。鼓や武器、その他器

具韓融国人の財産で、遺言に依って受け組が弟渇が、歌や兇言の樽承は、豪の財産の－一郎と

見撤され、代々伴えられる。名前も、その豪族の問で箱い停えられ、その義旗以外で思これ

を庸うる托利が燕いものである。」

と報告している。（S）　マオリ人の場合でも、この系譜が祀全的地位を喜毒し、土地の所有柾

を認める等の有形財岸から－一骨切舛施して見ても、－4蝦的にそれが重要た財花たる性質を持ち得

30



ること!二、理縮出氷るのてある。況んや、こしてhi'、土地のW¥了l権と、乱告的地位と、系譜の飢与、
SB

と[;,表生--・休C')もcl'でJJ.つて、氏に特わo数十代の首長の名前と、こ元日こ拝描ける耽々の挿話と

は、その健その氏人の共同の世運でl'->つて、他只のものi侵すことの出嚢な叫生raのものである

ことを認めなくてはならない。

訂(1) =Anthropology/'by Sir E- B. Tylor vol.普. 1881.

`The Science of Folk.-lore. by A H. Krappe, 1929.

(2) ‥The role of the aged in primitive society/'by Leo W. Simmons, 1045-

(31 `Maori and Polynesian,their origin,history and culture/ 'by J. Macmiト

Ian Brown. 1907-

(4 ) "Social Anthropology′" by Paul Radin 1932, chap.Vll.

(5) Ibid-

"Cooperative and competition among primitive peoples,ノ　edited by

Margaret Mead 1937, chap. XIII The Maori of New Zealand,by Bernard
Mishkin.

( <n　いMaori and Polynesian/" by ]. Macmillanちrown.

(7) 'General Anthropology" EM. 226 1^38 chap. VIII.

"The economic organization of primitive people," by Ruth Bunzel.

( 8)  `History and tradition of Niue,'by Edwin M. Loeb. Biship Museum

Bulletin 32. 1926.

Ⅶ

'蝣!一蝣トト、r-u蝣こ、 1一手∴`主'辛-1蝣'!.'一蝣"i!.'-- IIJこ.th ll:∴　　　　　く::三'蝣蝣k-iナト十、∴、:・:、「・すり′、'-'.蝣、十1、蝣''.

然と、この系譜の樽承を、酢征する針子のpi然の巧に委ねているの'Cはない。そこには、一つC)

宗教的な晋味な有った聖控の組織がある。そfallこ、 「フアレ、ワナンガ」'、Whare-wananga" (悼

'Y-f ':) 1十　　　　　∴　　こ'?蝣・'-:-.r.Vせrt-L上・'工廿.:/、中こ行か上::バ.o c、.孜幸二し'、-;.-こ

も、たゞfl投に依るのみである　Cj)

マオlJ人の系譜が、遡るところ細々に発している椎に.、この系譜に関する画聖な知識の樫操¥ 、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　_、  i : 'T"'、

から、 「クネ」`-Taneり帥こ倖授せられたもので、 「フアレ、ワナンガ」 (爆承学林)も、壷初に

十二天上身の最高の所に設けられていたもので、往古は、 「ランギアテア」 `Rangiatea"と呼

I"-.'I'いた.し31

、 I :　: : 、一　二　　t>　　　、　蝣.. . .). -.′　　　　　　、

アの島々に散尭する「フアレ、ワナンガ」 (侍承学林)はすべてこの天上の「ランギアテア」の

聖に倣って責皇てられたものであ.蝣'」というこLJ=仁なっている。

‥i　　　　　　　　　　　　　、　　- .　.ち .　‥　∴ 、　　　・・蝣I 、

」 (侍承単称)も、乱今上極めて暫)こな札問として認められて来たことはもとよDである。 -敬
ラシガヂラ　　　7・フンガ

に、 「フアレ、ワナンガJの群姑靭!ご、冬の月で、入研する生徒の貢狛ま、貴族、及び司fl¥の子弟た

ることである。而してここに入所するものは、倖智の時と、内容とに依って、凡そ三つの階敗に

'・?かれている0 -CのB高瀬Iま、日の出からTH-'pまでの闇に行われ、内容は宗教的儀礼に関す封.H

誠の牲接と、誓智とであるO攻は、 j日工から口　までの開、主としてあらUbる橋津の部族の醇史、

釦ち系譜と挿話とかちなる講話の倍承で、第二i/iは、日没に始まり、あらゆる_cp即障`・Black

magic　に関する野校であるO伺し、この時周は、巌-酌こ何せ亡も行b,れている訳ではなく、折

に依って∴:∴子二r,ii[甘1こfj'わ主てい:二10
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生纏は十二才境に入神_ 、主:=な・?,真一CEJCは、三/lF乃三五紺博せ虹j、ならない。生徒が「
トづ:〟

フアレ、ワナンガ」 (停耳、学林)の中に入ると1田谷の衣韓を脱ぎ、持宝の衣韓t一義す・V。司祭

生徒以外は何人せこの屋釈Llj下で食事をしたり、配ったりしてIコこならない。 i4等の中、誰で机Ft:

嘉をもよをしたなら汀、そ頼=l、永く生きていない兆候夫と者　られている。

:一一　　　_　・ 、　　　　　　　i '　'  .　　　　　　　　、・、　　　、-

めて旧く、現在'亡は掠せられているものが:射、。閲no所願の末尾町ま=)このはな句があったO

「搾くも、Ll入りますようにo

あ!%!'tl 冒-年・t--

その′択泥に、圭で、その塙圭()にまで。

おう、隠れた両の、イオ両統。
l.A Iヂち

こb:蝣工>-蝣ー弓十日∵　、、

浩'、、 I∴し-ヽ上主;-- C >-*、

泌み入らせ拾え。

願わしき智慧、あなたの子点がO

・}こには、あなたの悪意や、

あなたのノTLq、憩が、落ちて行きますように、

心の圧にまでO

患う、賢人、イオ柚舘。

おう、あらKb*聖なる

智議の画t-lろ、イオ榊il。
お一P

患　トあ(くわ・T::守　V蝣'蝣ii^s,!:蝣--j

イオ両様。 」(3)

この所願が終ると、 「フアレ、ワナンガ」 (倖承学肘　の建物の中にある、あらゆるもの軋更

に-暦贋し一くタブーに附せられ、両々且親らここに影向して、数えを垂れるものと考えられてい

る。博接が進行して行くにつれて、珪仕法竃に訊野せられ、誤射ま訂正せられる。

司　が晴諦したアオテア部落の葦潤の萄於の部分には次の皆:な名前が済ねてあった。

1　テ　　　コ　　　レてe kore　　　　　　芝虚)　　　　　　　`The void

2　テコレツアクヒ`Te kore・tua-tahi'し箱-の星塩)　　　`The first void'

3　テコレツアルアーTe kore-tua-rua' (第二の算虚)　　　`The second void'

4　テ　コ　レ　ヌ　イーTe kore-nui'　　正軍法こる算虚)　　`The vast void-'

5　テ　コ　レ　ロ　アLTekore-roa'(遥かに私がりたる葬虚yThefar extending,/oid

6　テ　コ　レ　パ　デTe kore-rara'　　蛇か巨,びた左慮　　　'The sere void

7　テコレフイフイア'Te kore-whiwhia'(手中になき算虚) 'Theunpossesing void

8　テコレラウェアLTe kore-rawea' (喜こIjtしき茎虚　　　The delightful void'

9　テコレチクマデTe kore-te-tamana'(かたく縛られた答虚)-The void fast bound

lO　テ　　　　　　ポ蝣Te po'　　　　　夜)　　　　　　　　　-The night

ll　テ　ポ　テ　ヂTe po-teki'　　　たれこめたるto　、The hanging night

12　テ　ポ　テ　レ　ア、Te po-terea'　　漂よう凌　　　　　"The drifting night

13　テ　ポ　フアフア'Tepo・wha-wha' (呼く?O　　　　　'The moaning night
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14ヒネルアキモエ`Hine・ruaki-moe'C苦しき振の娘)'Daughteroftroubledsleep

15テポ`Tepo'夜)`Thenight'

16テアク`Teata'朝)`Themor工1'

17テアオツpア`Teao-tu-roa'待ち構えたる日)`Theabidingday'

18テアオマラマ`Tea0-marama(美しい日)`Thebright-day'

19フアイツア`Whai-tua'笠間)`Space'

iXW.Kも「巷間」`Whai-tua'の中には、形無き二つの物が在ったOそれは男性の「換気」maku'と

T,t-ラヌイアランギ
女性の「客の大きな拡がり」-Mahoranui-arangi'こて、この二人から、鼠のal、コムア、Toko-

raua'雲の放下コロトToko-roto'霧の組1、コ,くTokopa'が生れたが第田番目にランギポチ

キ`Rangi-potiki'が生れ、これはノてパーPapaを妻K.して細,Tを生んだ0--という嵐なもので

あった。

斯くの如き系譜は慕い貴族の子弟等に取っては、箪なる名前の連銭にすぎないものであるかも

知れない。然しそれは一言一句、口写しに注甘深く記憶に留めなければならないものであるC4)

勿論この制度は、古来からの侍承を古来の健に、間違いなく、後世に称え・?'駕Gr)ものて、系誼

に関する智誠が柵話に旋いている枚に、この醇按の方法も記憶しノ難い苗代から競いてい:'Jと信せ
られている。この制度が、かく義教的性質を括っているものであるから、系譜や芸7!L的敬礼も、

両の信仰の篤いのにつれて誤りなく侍承されたことと-鮭認められるのである。それは、この社

会に放て、クブ-が不文の中に・W違いなく行われていると伺杖であると言ってもよい.両々は、

箱にこの樽承に誤りはないかと厳重に監硯し、一言一句て芭轟i)、また!-1、省略した場Aii苑の

刑を以て罰するとかたくイ昌せられていることは、クブ-の[一蝣]肋的刑罰と同自生賢亡ある.或る椋

に依れば、「カノエコ、マラテスト」‥Canonicomalatesto"という悪が、誤って去豪の中で、一

言を省略した馬に、八月の第--1口旺に、ヅオモ寺の鐘楼LこFi7人猫忘ちた。(5)と宕えられ.ている

杖なcrJはその一例である。

かかる悟承保持の習俗は、たゞマオ1)人の閲に敬て厳格に行われているCryeはなく、ポリネシ

アの他の島々に於ても、或いは類似した形で或いはやi其なった形で先見せられたことか多くの

調奄に依って明かである。

即ち:先に角田Lた如く、「フアレ、ワナンガ」(醇承草林)はポリネシャに散在していると言fo¥v

ている.;蝣」;、、i-'.-TL'^."-一蝣'!蝣∴あ:二、てい",'J蝣:、--工tここし1~、∴∴品∴二ここ・-∴Ill,*に

於て存在すると認めなくてはならないO

リントン氏にA7Kぇは、ソサイエナ-群島では、首長の子孫で、孟'l代の聞、島を;liていた昔亡も、

帰って来てその系道を暗涌することに依って二婁昔に魔利^L取りかえすことか出来るというので

あるoこの理由"C、この島では系譜は象の秘密として伝里心に保持せられる。勿論こ^Pii、私利請

求者は、試敗をせられ、こ頼こ依って准腹の所1こ置かれるもLT)であるCOかiる祉去で

あるから、ソサイ-IT・-離島のクヒチ鳥でn、司蔑董威の弓勺,こと教師惹戒の弓守ことが'-:jつノ二二。こ

こでは司曇は世巣で、男子の年長票が札読の使先舷を品ってむL)、且つ所が"lアてふ:Bと-蝣i'
iス_ら
ILていると同蔵に、司崇に肉体的にも快階のないことが要求さルてい電O司監If戒の享危(_・IJv、

これ等の俵件を満たす生徒が集まって、宗教儀乱に要する知。歳と冥随とを転結するもので、そC)

方法は勿論口投である。学校は各々画聖な場所に達てられてあ:)、侍習<r>内宜には、寺でGr)所藍、

∴.、,;'-1j蝣"・「LJT、∴:..".Vj-..":-.、、∴∴、蝣*・・1
-'.-t-."L∴、
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KB玩

これに対して、教師は、漂い意味では司祭に属するが、男女共にあり、斯謂賢人,さしての亘嬰

な轍で、あらia>る∃重運の知識を括っていなくてはならない。か1る吾鯛坪を貰成する学校での抽智

の内容には、腫史、紋章、地理、天文、古屋、碑話、時間、数、季節、 -ft:びに系蒲に掬する罫、

等であるO就中、この認識は、これに依って彼等の年代記を区切る華代を討芽するものてあるの

みならず、一般にこの群島に於ても、土地の朗~m碇と密接な院係を持っていたので、特に重大な

主題であった、と報ませられている(7)

また-ンデJi氏の調査に依れ1、このソサイエナ-群島では、土地OL)堤-n-lt、岩、山脈等の自

然のヰ票識Lて依らないで、養い狭い石で示されているO　この石Hi土中拭く埋められて、機上に-吹

程頭a:Mlしてな:) 、こ」, -サー_去I-!- -;-こ・- I∴甘}こた・止∴鵠題M- '.'也するも(、亡.ト三.?。 'Cの起;蝣fii!:::去く

記憶せられない時代のことL/C属し、恐らくは、呪言や、撰姓を件なったm式を以てする霊的の承
ォsz?

認を経ていることであろうと、氏は解訳しているo此の島では、一体に象の資産は、 「象の寺」

`'Family marae"に属してをわ、此の分は直系に相是売せられ、その・他の土地や、豪や樹木や、

独木弗等個人の財産は、遺言に依って臨晋な人に棺涜せられる。かくの如く、土地の相続且大い

に象の系譜に依って制約を受けているので、荒百凱-ま極めて注意深く保存せられて来たし、また、

今も保存せられているO首長とその豪放は「フィ、アT)イ」 "Hui-arii" tいって、第-階親に

属しているが、この74、アリイの豪族には、必ず口調に依って象の系譜を保措する役目を括っ

た者があったが、現轟は文字に依っている(8)

街、この島のことに関して枚、既に十九i璃己の初頭、ウイ1)アム、エl)スが数年間滞凄してそ
パラヅド

の見臣銅貨(9)　を書いているが、役に従えば、クヒチ鳥人の歌は一般的に、療史的小唄であ

って、これを土語で「ウブス」Hubus　と言っているoその取扱う主題に依って、性質は色々に異

なっているが、唄の数は樋めて多く、社会のあらゆる方面、 3fiびに療史的の多くの晴代に亘って
ウブズ　　　　　　　　　　　　　　　ウプス

いる。子供等は早くからこのPltを習い、好んでこれを混涌する。唄の多くは、刺々に関する特設

や、その業績、乃至は優れた英雄や首長cr)功露に関したものであった。ことにft等の間に於て、
・>蝣' ¥

過去に起った事実について何か議論が起った場,ETには、この唄が一顧のI票準、或い牲古典的鞄戒

とも言うものK.なったO公罰の席で乱涌が行わ/lLた際時としてこれを行った者の灰対党の演説豪

や、年仕記者連に依って質問か完せられることがあるOか」る場合に決定力.を持っ記録が無いの
サフ.ス

で、他の取を誠涌してこれに対立させるが、この対立馴寺に頭強な紛零を措き起すこともあった。

然しまた暗には、 -聯句の療臭的小唄を誰かゞ引金に出して、この紛笹が解托することも珍らし

くない0 -リスが示した一例は、一七八八年か八九年かに、船長プライ　Blighが、バウソティ

HThe Baun<y"号に乗って,パノニラ湾に碇泊中に起った、或一つの事件についてゞある。問題の

寡作というのは、バウンティ号の碇の淳徳が紛失したことであったが、これについて村民拭二流

l"- '.:、てい　~　　　∴ ・、∴.-一、　　二∴.LL∴　　　　　　‥l-1、°∴、:l'∴-x・・_.・' ...・、

=一大の-僻if) 」一風:nl L 、たJ

「泥膵の様な男、泥棒のクレウ'Tareu"浴

プラJt Lr、i-J一崇・i.-.'jir.,i /'二O 」

蝣>蝣え

このPRは大任の人がよく知っていたものであったので、諭暮していた二流を泡足させて、結論

に追したというのであるO

この他サモア島については、攻のif;なブラウン氏の記&.があるO

サモア& '、・J帯"c;.'-.遇法の甘-**,-'一高己情は、詩乃.-K品「中　汁l'r-Lv吊1 -こ0- '- 、こii-Vmn棺に

∴・ニ-_I;t /・　~糾.*-。 "./It∴‥、∴‥∴、 ~∴=　二∴　　　!-、 ∴:.')".:'',.'.:V''‥ ',I二
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甘蝣t;-.".-こい†ト、 、 .1∴ふ、 v_,-..,;..... ,r.` .ド-/・- N.さ∴、・、 :.工.:・蝣!.蝣;サ-・・.'.・蝣こ.I.

記鐸表象を持っていなかったので、事件を記録する唯一の方法は、記憶に委ねる外はなかったO

而してそのTE確さを保括する雷には、不断に晴涌し、何回も繰返すことであった。その役目を委

ねられているものは、 「ツラフアレ」 `、Tulafale"と呼ぼれる、群吉家とも言うべき階級のもの

で、その社会では特に勢力を有っていたO彼等の唄や話には熱心に耳を傾ける批評豪があって、

原形から']'しても.r献;?.-rるとm.チ,に,;7 il才-^IIII.-L -'b^l'るl'抽ト甘訂L>ら>:.-;-いたので、ォ*サ-∵想穐す

るよりも蓬かにTE確に停わって行くものである(10)

またマ-キサス島についてに1)ン下ン氏が、衆の杖に述べている。

「出自にカを入れる組織に在っては、系譜が最も軍要である。マ-キサス島の人は、初めの

部分は明らかに軸話的であるが、八十代の系滑を述べる。二十乃至三十世代を&.する昆実の

#if?!ま全く普通の甘こ11;.する,すヾ-=、「t.iv-->よ'.、-fc '<＼I-1-、 :と.">-"蝣六潤を　　してい蝣?>。 i可と

,ト　、 ‥ 'l‥　'".' ' ' ;'l　　:　　　　　.: -　: :　、 '.-''',冒.-/-ii>.r・・一

訴えなければならないからである。 」(II)

∴:-1'†'こご、 ∴I'・・　∴　:∴'、げ.::. ∴t. ・:∴　・',."'-・i' -.' "蝣・・ト、:∴・、　さ

ればならなかったと言われ、更に、彼等の附では、歌の桂類に所謂「名前の歌」"Name song"と

いうものがあるが、これは子供が生れた際に作られるもので、相克の話を累代の名前と、ともに

歌ったものであることが注音せられている　02)

フランツ、ポアス氏は-ワイで、

男の、サイク、ホヌア、

女の、オラクホヌア、

甥の、クモホヌア、

女の、ラロホヌア、

Lii-ku-honua、 the man,

Olaku-honua,ナhe woman,

Kumo-honua, the man,

Lalo-honua, the woman.

のように戯けて十七vJの男女の名前つらねのべる歌を持つ例や抑　また、

夫の、フリホヌア、

妾の、ケアカフリラ-、

夫の、ラカ、

妾の、カバノごイアケレ、

夫の、カモオアレワ、

妾の、ナナワヒネ

Hull-honua, the husband,

Keaka-huli lani, the wife,

Laka. the husband,

Kapapaiakele, the wife,

Kamooalewa. the husband,

Nanawahine, the wife,

と続けて二十七M'の組先の名を連ねる歌を持っている例を挙げているO (岬

か」るものがその古伯侍承の系譜的の部分であらうと思われる。

またウイl)アム、エl)スが、 -ワイを旗行した時、某ftの青年マウアユ'Mauae"が、 -l)ス

一行を連れて、久々にて彼の郷里カイム部落に帰った.この時家′守から、被を知っている多くの

人々が出て来て、彼の後に抜いて行き、或い按1/権の名前、両親の名前、被が誕生した際の事情、

彼の豪族の盛夏の液も著しい事件等を折込んだ歌を歌い乍ら、ぞろぞろ歩いて来たことを報昔し

ている。エ1)スはその歌の一一部を攻の杖に訳出しているO

ヱ旦_73という名前を、　　　E註コ11ウアユMauae昔年の母の名

どんな風に我々は言い表わさうか!

おう-・マウアェ、重と芝では名うての女、

土地をよく耕す女、　　　　F註コホルアHorua土人の遊戯の名

土増を耕す女には
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漁夫を授けて下さいよすよう。

それ."L"お前連二人で土制ま、

tl-i?せになるだろう。

∴∴;」ffl一蝣こ、

一十~、二.{-.蝣蝣上　　　　、

十言や、言r-l蝣、√十二、

: .蝣蝣(蝣':・蝣,・蝣汗:'、

仲よしの戦士臥Gr)′封こも

読-<-f'3a;-!「 :∩

友達の舟をたつEぴ

ぃ蝣(蝣:--　一・--/・.,'こ、 E詳」ツイテラニ　Tuitelani酋長の名

土.和子∴ r^ -:-.ち, Lr.)

か上る方法に依って、 -T,7イC'家々の系譜乃びこれに関聯す,I,豪の癌文事巽は、授1勘こ怪わっ

て来たものである。

当くTL二、 - ?∴ニーユーー)蝣:' --二　　言'y 、　ニー-;蝣一蝣蝣蝣"サ'LpI、射ii':こ"t、 *;S.二・二こ.i-にTr..Iせi.主、

これ'Lu且浩二蝣I-K-~ .'蝣1!十:二一　中.晶.宮　VI」'七m ;-こ守i:|j--し、なまTJ軒r.'cx、 -~∴沃I:つt.蝣・　し

読　V.-こい:-二.'こ_:.守、 二よin i^y、∴"C.!.、:-:・O

これ等の薯異を見来った1'iで我々の考えることは、近代の記逓文化になれたものは、記&に依

存するのあまり、こうした記憶力が著しく減退しているのに比べて文字を持たない種族、民族に

あっては、訓練て二依って相当の措要一こまで、記憶の能力を伸ばすことが出来、且つその記憶のみ

<cikz了　∴も、 4tこ蝣y¥こ.てこJ・上・・二酢告てい∴:.1- '、∴~L通;;-;c.jこい最、 IWJf-∴ ;l蝕i'i '・'ト汗ないてfWわ;)

得るものであるということである。

然し、か1る強力なる記憶力を必要とする樽承:ま、こ　を持つ硬軟o*きな楠柚的の負担でな

くてはならないo而してその労力と旦担とを敢えて惜しまないという点に於て、その種族が文化

的には進んだものを括っていると見,hJ外はない.そこには、その記憶力を支持するその社会の社

会七、がなくてはならないのであるO

訂(1) "whare"とはマオリ語で「豪」 、ワナンガ=wananga　とは同じく「請」lore　を意

味しているがしWhare wananga"は`School of Learning　と訳されている。

(2)ポl)ネシアに属するソサイエナ-島に.-Raiatea Island"というのがあるが、こ拙まラ

ンギアテアに因んで命名]されたものであると言われるO

(3) HMyths and Legends of Polynesians" by Johannes C. Andersen, 1928.

いEnter deeply, enter to the very foundation.

Into the very origin of all knowledge,

0工o the hidden Face !

Let penetrate to the very roots of the,

understanding of the neophytos,

Thy sons the desired knowledge,

Let fall on then thy knowldge, thy thoughts.

To the very faundation of the mind,

0王o the wise ! O Io of all holy knowledge !
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O Io the Parentless !

(4) "Maori Life in Ao-tea". by Johannes C Andersen, i.907-

(5) 'Myths and legends of the Polynesians" by ]å  C. Andersen.

(G ) "Ethnology of Polynesia and Micronesia" by Ralph Linton 1920.

Field museum of natural history.

(7) "Ancient Tahiti" by Teuira Henry, Bishop Museum Bulletin -]P>. 192R.

?^fi);O^1t:O-f5^:> -±b!TCn Fare-haa, Piiraa" (house of learning)i-W3 o

( 8) "History and Culture in the Society Islands"byZ-S. Craightfl Handy.1930-

Bishop museum Bulletin 79.

(t)) Polynesian Researches during a residence of nearly six years

in the South Sea Islands" by William Ellis 1820.

"O eia e Tareu eta

Eia te poito a Bligh''

"Such an one a thief and Tareu a thief,

Thieved (or stold) the buoy of BliRh "

(10j ' Melanesians andPolynesians, their life, histories,described and compared"

by Gsorge Brown 1910-
(ll) "Ethnology of Polynesia and Micronesia" by Ralph Linton 1026.

(12) "An Introduction to cultural anthropology." by Robert H- Lowie, 1934.

"The spell of the Hawaiian Islandand Philipines" by Isabel Andersen 1910.

(],']) "Race, language and culture,"by Franz Boas, 1910.

"St3rlistic aspect of primitive literature"

(M) "General anthropology" 13;iS, chap.\TI 'Literature music and dance" by

Franz Boas.
(15) "Narrative of a tour through Hawaii or Owyee by William Ellis 1S2G-

"Name of manae

how shall we declare !

O manae, woman famous at horua'

Woman tilling well the grouud

Give the fisherman,

To the woman (who) tilleth the ground,

Happy will be the land of you two,

A fisherman the husband.

The wife a tiller of the ground.

Cultivated food for the aged, and the young :

Food for the company of favourite worriors

Regarded the life of the friends,

Cultivated for Tuitelani."

I
Bbit^: v ^ rAoffjjKiJ^-cji/f< coin< nl^foIS'tS S C a izjutftaZwt-MHiiko
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中に育成せられ、如何なる乱今心1Jごよってま持せ現していたであらうかO

この事r,二ついて揖了刀に重々の泳者に上って塞,?,ものは、ワニブLoeb氏がニウェNine盟

クイプの調査の上に立てた、系譜樽承に関するポl)ネシア型とメラネシア型の二つの型の事であるoP

・二㌦、日、`:∴‥、∴!、';"'.

極めて達い相克、即ち両々にまで遡り、跡づけろことの机乗る直系系譜であるoこれに比べてメ

ラネシア型放たゞ三代乃至Flq代を遡るのみで、両もそれは殆んど分象帝譜であS。

前者は出自に依って象の賃族性を考える人々の間で常習欄せられ、後事は、出自が土地の研有

根と密接に関係している人々の聞h:於て詔,められるO-ウェNiue島もフイヂ-Fiji島も共に

ポリネシアに席しているが、-ウェ島では寧ろ系譜のメラネシア型が行われ、フイヂ-島では二

狸が結ご・rしている。在って-ウェ島で且土地財軌こ対して梓利を童窮する暗pr必要なためにのみ

家長乃至氏放長はその系譜を記憶しているとしか考えらfr%Lいので、釆譜も五代、旗も多くてセ

代ュl)遡ることはない(1)

なお、この取こ関して!ヨ:、ブラウン氏も同株な見解を有し、=ユーブl)テン鳥人とサモア鳥人

に例を取って攻の杖に比校している。

メラネシアの-ユーブリテン鳥人は、退去の枠嚢事に開し記憶を保存する方法は何等持ってい

い.、、:I-"''・蝣'..'、∴'∴.、、・*.'*一二・一∴l~・∴∴・∴:丁'・M"*

乃至は父の代の事て軽することで、買易船の来航とか、または蝣ilk等が直接知り合になった船長の名

fii'iI''/.'C:f.O。こお∴こ対して.-Kij十.;."7"∴,-i>-V7¥f:J.!、、、蝣y甘c;j二手こサ.i:軒尊であり、且つ-cL')音譜が

If-r-/ft′′秘めて達い時代にまで遡るものである。即ち7-Dめに、「立岩」Papatuと「地岩」Pacaeleとが

†ー蝣*?ノ了7サ、T′7バラ'1'ラt,friフ′
糖噂し、「按石」MaataanoaCLooseStone)を生み、珪石は「泥」Pala-palaと噂し、「無

Letuca-fuaよりの成長」.`GrownfromNothing"を生み、これが揖初の人間クガクTagata

となったOこれより次々に多くの華住を昼て、被等の妓後の酋長マリェ1、アMalietoaにまで訳・

りなく抜いている。而してこれらの系譜?ユ詩や説話となって保存せられ巌耳に守られて塞たとい

)で:'r,・t.oくL')

この二氏の調査を見るに、文字其の他の天象と持っていないことは_双方同じであるこの二者の

聞br.、系譜厚承の点.'C於て斯かる和音のあるのM一果して何句から乗るのであろうかO

さきに私は、マオlJ人が特に長い系譜を傍持した理由の一つに、系譜が所有柾と直接に関係の

あることを数えたのであるが、このメラネシア型とポTjネシア型との此韓に依って数えられるの

It、_主軸所有梓というものはポ.)ネシア型である芳地開聞以ipSの長々しい系譜の停承の常-V的

目的ではないということであろ.+.坤所有梓の紺承の篤のみであれば、メラネシア人の梓にその

=T:普:、川什T_I可iVTfi代し'〕世代r二>i!!"->ト,JL・↑-"C".-芦、-からで.i-・・Z、;K1/ネrKi'-H^¥、七'一・i'

~JJ才:;.こ‖;-し蝣X寸、肯く'l∴長い-O^;vt.hH-,こL、1-I-1-、}{--,・うJP.OrトこU¥¥蝣}-')'・含.蓋いいろ1-'K:しぎ:JL

を得ないのである。というのは系譜を野際に司祭から習得して、これを生野銘記してをる首長

の側では、他人に取っては恐らくは無味慮燥な名前の連鎖に過ぎないものであっても、その長い

-I:∴、':、.,.,.(...・I・、:,I'.∴‥L‥・IItL亡n'.l-

・・、.∴∴「~・∴十.:、‥'・・蝣)・-.・・.;'.rj;-こ∴二、、'*-こ~~:、!~∴、1∴、、

この葦貴性vc対する誇りがある馬め、弄箔が単調であったり、長かったりすることが労力の負担

にならないのみか、寧ろ漸=k長くなる傾向さえも理解せられるのであるO恐らく!ヨこ系譜野承の極

くm断に於てH、、車軸乎人の英堆軸に.遡るのみであったものが、永い年fj、多くの口を経るにつ

.;-∴'.こ、'11・II

.It-I上r.

...I、/、∴t:、'_てi.1!.∴か-∵∵「:'1
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に対す三月ま、必十や、軒先:誉葦の倍叩が猪く働いてい?_,匿い1階名71冊璽C7?、軍旗配合に於

て!'蝣:もよく育成せられるものであるこ-I:恒コら明らか揖井こもる。アレこ';-!?-ングー、クラツフ

AlexanderKrappeは散文説話について、

「散文談話`Prosesaga"ま筒一に策の許諾"Familysaga"で、辛として長和こ関連を

'}-蝣-:t′~蝣""?蝣-1>、幣、、、担十亡^V.V告ト'つIii'V-'^f貢.汁;I、・「,、、かくて1・i:言?浩二l:、主mi'Jこ蝣蝣<

放祉会に於て東栄するものである。」(3)

といっているのは、ポlJネシアの場合に於てその俸軍用出空ろ詮である。ポリネシアの首長の階

薄緑三、等際て号抜穂会であることは、肝に述べた研であるが、これは、ポl)ネシア人が一般に研

謂「太平洋の貴族拝家JHSnobsofthePacific"^として知られていて,滞りである。

而してこの貿映社会を支持しているものは、没等の問に於ける首長の長子酌読且HPrimogeni-

ture"による世事抽)であり、この世襲制'こ依って技等の階純紐精が確立しているのであるO

これて尺して、メラネシアーC!ま、首長の職!土世襲ではないOこの事等は、彼等の問に於ける系

謂鮮承の発達せない重大なる理由であると考えられる。この事は、ポ1)ネシアLl⊃中でも、メラネ

シャの影響の多いと言われる-ウニ島の場合を見ると容易に理解せられる。

ヱウニ島では、階級はこ粒々三階aに分れていて、その第-階級.'ま、トア`Toa"と言い、教士

から成ってとり.碑に勇敢に敵陣に飛び込み、中の敵を殺した人々の階初であるO笥二級はフエカ、

フエカウーFeka-Fekauと言い、トアm親の′こ封を亡、憶な、故事では克絶したり、また酢陣

もしないて、象でぐすぐす過していたものから成っている。而して第三階級は、島の流浪者であ

ち(5)

これを以て見PJに、ここに第-階級と言うけれども、こ頼ユ他のポl)ネシア地方に於ける標な父

組博賓の就き的地位と、牲it:とを持った詫判的なものでないことは自ら明かな昨亡、仮に卑把に

生れても、m力と勇嘉とを持って嚢れば一腰等一階′級の1、アに上る賛附まmisる訳である。従っ

てこれを以て置猪な階級制安の討二圭であると言うことはfii棄ないもので、ここには、傭人の能力と

いうものがJW.会的地位の貰礎:I.ある。従って積等のトアが、生れ乍らco芸敬たるの意味は大いに

薄く、積等がその租先の系譜の長さを誇る理由も亦従って稀薄であるし、ここには、系譜の陪承

し'tw'-'-'f-j-."¥J'二<!<i・',こし7J黒さお!・':こいの),.丁、、,'T・:言0-'、蝣tfr、∴こ7-.;代<.1く一代(当こ一吊p,-、;二lL

+./.-、ni-V、土に!!十;'亘斗1..、津承:二は二*-'I'こi」三・、i"vC、ト:::、。ニー''r-}'
<'・蝣∴、j一蝣/v.;.:、して'蝣{蝣i-ff
という如きではなく、アニミズムの状態を出ないと言われていることも、またこの島が冶両的文

化の進歩していないことを示すものであるoPエプ氏が、この島に於ける系譜樽承の栗田は司登

の無い篤でもろと桔諭しているcoij;一腹埋由のあるこど"C;よあるが、I更に根本的な茸削lとしては、

首長の華某に依る階級の奄母性が欠如していることに依ると見ろ佃まない。また司祭を必要とす

るテjri会に末だ、たち至っていないとも言えるのでもz。

III-,蝣、!h<工〔′'・->.It、ミーーーy.∴ら乱-ぅ工吊ミIL二′、∴>'・'
,iこil十T::,仁バー工.二'蝣tat二・.-畑.)、t-,'-",こ

上l_、;-"¥'、o

パウル、ラデイン氏に依れば(6)イロクオイ放では、首長にL、Peacechief"叉は=Civil

蝣fcI'u.chief"とも言うべきSachemという首長と、、-Warchief"というべきものが存轟するo

セイチェム!ま、イロクオイ族の諾連合体の問に在る諾全課に参加するもので、その職は世襲であ

I?,のに崩し,てJHt隼首長'Warchiefの梅山国人の適i-to功緒に依ってをT)、その就職期間は

一一(亡巧:11こ駈:ド.,),i,;r、.、黒;)の半出一二十.ってい・O披・J--蝣守∴;I'∴蝣蝣:-I"「-cム∴~'tて~」二て・`ト二ill'/:一厘

放,こ吋して戟柱呈せられると、付その歳事霊場こ、赤く台っA:i射.'Sが立てられs。そうすれ'王、
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詣でも載笥む紐∴託して戦端子馬を謂埼してもj:い自由が・輿えられている。握って戦等首長　war

chief!二、どcr)柏故、どの民放乃　三CT?宝　らでも出ろ可茂住がある。セイチェムが、種族の或る

・告　、　∴ ;ir7!十二.英;>蝣'";.--二ii拭年]∴　告-∴、・.Jの.:午:;蝣-:蝣"'I・ォ: 、 。

こiでH、華子Fと非菅野の制空が盛夏畔、倍務的なものを耳んする酷至心と、傭人の能力を耳

,'t十・・∵ :k.-7L、 '二にヒ昔tナヽふ' 、Hij　刊二∴二日甘L:二,'f--''''.'一・-こし、・::、。圧す、-)一・りi・.シT,-,当　「∵

lごこ、セイチェムの和平首長型であり、メラネシアHli歳事首長型である。

ポl)ネシアで此の二普が　行的p′こ音声して＼へるco[fk、マン′ガイアMangaiaである。此処では

開聞棉言乱・=.連が,獅巾聖系議fL-保持している多くの部柁長i: 、載事の輝利によって輝醤する一一時的

TT克てemporal Lord"とがちり、後者をマンガイアと呼んでいる(7)

ポl)ネシアに於ける口涌停桑の->,i、I'flま、道:接'こは明くのごとき、社会の階級性の保持と密接な

「1/黒二昌)-∴、::-が、王二:;昌∴こ∴、 -一量IJ二　!千一::-j::¥'∴古代干上.丁~;jy~-¥v'ZV.甘:Y!しろ、

「樽薪の抽聖性」に帰せられるものであること、もとよりてあるo即ちfj竜等の問に於てはこ、斯る

部族や氏族の樽承:コ二、仮に輔異を含んでIv、ても、不′合理であっても、寧ろその故かここれを選考で

あ'hJと信す,?'朝議、 =Credo quia absordum"し不備埋なるが故に,bれ信す)という心境がある

ことを認めなくてはならない。かしる一世児に放てlI7こ、樽承は、天空城妖のごとき自然界の秘密と

柑射司じうし、 -Ycの内幕はII一重駅的Ik授」 -Esotericteaching'に依るもので、結局は、未開古

代的景‡牝一にft-つて丈持せら-ii*てこいると言b,わけならないD

この工　　小-、二∴＼∴!∵　、 fl'T主奇十、世∴圭得たい}二Iil.~a
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